
目黒会首都圏総支部 2025総会の振り返り        2025.10.24 まとめ/竹田 

 

■傘義冬さん 

傘です。総会お疲れ様でした。 

今回は、福島県・磐梯熱海で開催されたシニア剣道大会に出場していたため、初めて首都圏総支部総

会を欠席しました。 

総会の様子は Zoom や写真で拝見しましたが、スムーズに運営されていたようですね。ただ、参加者

が少なく少し寂しさも感じました。コロナ前は目黒会からの補助金もあり、集客が重要視されていたよ

うに思います。最近の首都圏総支部主催の他イベントの方が参加したくなるような内容で魅力的ですね。 

例えば、今年の東北や四国支部の総会では観光オプションもあり、来年もぜひ参加したいと思いまし

た。その意味でも、首都圏総支部総会では講演の内容がより重要になってくると思います。今回は講演

が Zoom で公開されなかったようで、拝聴できず残念でした。録画があればぜひ拝見したいです。懇親

会の様子なども動画で少し紹介されると、全体の雰囲気が伝わると思います。 

 

■西野幸博さん 

 今回もお手伝いできず申し訳ありません。講演も興味深く拝聴し、懇親会も二次会 

も楽しく過ごせました。 

ありがとうございます。 

 ところで、私にお手伝いできるのは懇親会の司会ぐらいですが、２年前から手を挙 

げていたにもかかわらず、昨年はご依頼頂けず、竹田さんにご確認したところ「是非来年(2025)はお願

いします」とのメールを頂きましたが、今回もやはりご依頼頂けず、残念に思っております。来年はご

失念なきよう、よろしくお願いいたします。 

 

■渡辺一夫さん 

周到な準備から当日の運営まで関わられた皆様、大変お疲れ様でした。 

私は出張中の大阪からのオンライン参加だったため、オンラインで会計監査報告がきちんと出来てい

たか不安だったのですが、録画を拝見してちゃんと出来ていたので安心しました。 

私は総会部分だけのオンライン参加だったのですが、オンラインで見た限りでは完璧に運営されてい

たという感想を持っています。 

皆様、お疲れ様でした。 

 

■増田悦夫さん 

①全体として：2020年のコロナ時期以来久々の 9月開催でしたが、総支部長のリーダーシップの下、1

月から 9 か月に亘ってこつこつ準備を進めてきた結果、成功裡に終われたと思います。Zoom が途中で

切れるという突発事故にも落ち着いて対応されていて良かったと思います。 

②参加者数について：参加者が少な目で寂しかったという感想がありましたが、気になりましたので過

去 6 回程の総会参加者数を役員、来賓、一般という区分けでグラフにしてみました（添付資料）。 

1、2 名の誤差があるかも知れませんが、ご容赦を。コロナ期の 2020 年~2022 年は全体で 60~80 名で

したが、コロナが明けて 2023 年以降は 40名余りと低迷です。対面の良さは、懇親会などでの雑談や交

流ができることだと思いますが、なぜかコロナ期に参加された人が対面参加をしかもハイブリッドの



 

Zoom 参加までもやめる人が出てしまったようです。今後に向けて、新たな参加者を開拓するのも当然

ですが、初めて参加した人にどうしたらリピートしてもらえるのか、そこを（つまり、リピートしてく

れそうな講演会のテーマ･交流の在り方、懇親会の料理・飲み物、あるいは開催の場所などを）アンケー

ト等で確認したり、考えたりすることも有効ではないかと思っています。 

③会場について：大学キャンパスよりも調布駅からの距離が若干長いようでしたが、会場に着くやすぐ

に辿りつける場所であり、新しくて、また隣りにコンビニもあるので、これらの点では良いと思いまし

た。今後についても会場の一候補と思いますが、多摩地域の調布から抜け出し都心で開催した方がアク

セスの良い同窓生も多いのではと思ったりもします。母校の桜との兼ね合いで、母校の桜が大学キャン

パス付近の時は総会を都心で、というのもありかなと思います。 

④懇親会の動画について：写真担当として、懇親会の動画を残すのも参加されなかった人などにとって

有益と思いました。ただ、音声がついていたりして公開する際のハードルがやや高そうで、そこのクリ

アを事前に考えておく必要があるかと思っています。 

⑤受付について：細かいことですが、講演者への謝金を当日渡す場合には、講演者からもらう領収書の

準備が必要ですが、今回漏れてしまいました。次回以降、事前準備しておきたいです。 

とりあえず、今回の感想や今後に向けての意見などです。 

 

■渡辺和典さん 

Zoom 配信 PC担当として配信環境について気づいたことを備忘録もかねて共有しておきます。 

□投影用スクリーンは画面複製ではなく拡張にする方が無難 

・画面複製にすると、接続トラブルが起きたときに、トラブル対応が水面下で進められなかい（会場に

対処状況が全て露呈する） 

・Zoom 参加者から、配信 PC への個別チャットを読むことができない 

□配信 PC以外の端末でチャット受付を用意したほうがより安定 



※画面複製の場合は特に 

・Zoom 表示名を（問題発生時の連絡先はこちら）みたいな名前にする 

・可能であればバーチャル背景（カメラ物理遮蔽）でトラブル時の連絡先表示 

□配信前待機画面を用意 

・ハイブリッド開催になってからなくなっていたが、簡単な案内は必要かもしれません。（開始時刻、開

始までお待ちください、トラブル時の連絡先（電話番号・チャット）など） 

□登壇者が PCを持ち込んでご自身で表示される場合 

・配信 PC経由ではなく、登壇者 PC から直接画面共有してもらう方が遅延がなくてよい 

□障害発生時対応 

今回、接続が切れたのは、モバイルルータの電波状況（WiFiではなくキャリア側）が著しく低下した

ときに発生しました。USB テザリングであっても発生していたものと思います。ある程度こうしたこと

は起こりうると認識したうえで、通信障害が発生した場合にZoom参加者にアナウンスができるように、

別の回線で接続した PCを用意したほうがよいかもしれません。 

＝＞ 対処中、竹田よりアナウンスさせていただきました。 

 

【Web サイト及び申込フォームへの記名のありかた】 

Webサイト及び申込フォームへの記名のありかたについて、ご意見頂戴できればと思います。 

□感じている課題 

・レイアウトが著しく崩れる（特にスマートフォン） 

・本文に至るまでが長い 

・むやみに個人情報を Webに掲載していないかという懸念 

□記名順について 

地方開催の懇談会について、支部の公式アナウンスの文書について、発起人を先頭に記載するのはや

や違和感を感じております。 

開催主体は首都圏総支部ですから、竹田さんのお名前を先頭に記し、それ以降に発起人ほかご協力者

様のお名前を記す方がよい気がします。 

□記名する人数について 

冒頭に掲げる方の人数が多いと、レイアウト上あまりよくない気がします（添付画像参照）発起人のお

名前は本文中のどこかに（記）の直下あるいは序文の中に括弧書きで埋めるなどの方が良いかもしれま

せん。 

□入学・学科の記載について 

また関連して、入学年、学科を記載する流れは、何かそうした方が良いというような議論があったので

したでしょうか。他の支部を見てもそこまで記載している例は見かけられませんでした。 

添付 PDF の資料に記載する程度ならそこまで違和感はありません、 

Webサイト及び申込フォームに直接掲載するのはやや冗長な気がします。 

□全て掲載する場合の提案 

上記、全て記載すべきということであれば、Web と申込フォームに限り、 

お名前は全て末尾に記載するのでもよいかもしれません。 

以上、長文になりましてすみませんが 

ご確認、ご意見いただければと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１.フォーム PC      図２.フォーム スマホ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.入学年・学科あり_PC 

 

 

 

 

 

   図 4.入学年・学科あり_スマホ 



 
図 5. 入学年・学科なし_PC 

 

■竹田智彦 

来年の総会の会議、会場、懇親会場などの試行を兼ねた会場等の設定でしたが、今まではなかった状

況(例えば、Zoom 中継と録画を同一 PC で行っているときにモバイル WiFi の docomo 回線の切断に伴

い Zoom が切れてしまうと録画データの変換が始まってしまう事態への対応や、出席できる役員が少な

くなってしまったときの対応など)も経験でき、今後の運営に際して参考となる経験をすることができ

ました。 

また、11/1, 11/15のイベントの準備作業と総会の開催準備が重なってしまい、そのぞれの立場、役割

で役員各位に多大なご尽力を頂いたことを心より感謝申し上げるとともに、来年度は輻輳が起こらない

ような運営を心掛けて全体のスケジューリングを行っていきたいと考えます。 

 


